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新型コロナウィルス感染も少し落
ち着きはじめ、自粛解除で元通りの
生活に戻りつつあります。が、油断
大敵です。今だからこそ気を引き締
め、第２波の流行へ備えておく必要
があるようです。特に私はかかりつ
けのお医者さん公認の不健康体なの
で、人以上に注意しようかと思いま
す。「自粛」というのはある意味で
は行動が抑制されてしまい、いつも
の行動ができないというのはつらい
ものです。自閉症や発達障害のかた
は、生活のリズムが崩れるととても
不安になられます。また、すること
がない時やすることが分からない時
も不安です。暇、自由が苦手な方々
だと思います。そういう意味でも「自
粛」はつらいことだったと思います。
幸いに作業所は通常通りの営業で、
皆さん通常の生活ができられたので、
さほどストレスは溜まられなかった
のではないかと思います。これから
も通常の生活ができるように第２波
の流行へ備えたいと思います。

【畑のお客さん】

作業所の畑は県運動公園のそばにあ
ります。周りは畑や田んぼに囲まれ
緑いっぱいです。最近、畑で耕地し
たり除草をしていると白と黒のまだ
らがある小鳥が飛んできて、畑に落
ちている種などをついばんでいます。
先日も刈払機で草を刈っているとピ
ョコピョコと後を付いてきては、種
を食べていました。癒やされます。
つい刈払機のエンジンを止めてしま
いました。

【信書便車両清掃】

毎日毎日運行する文書集配のワゴ
ン車が３台ありますが、最近、集配
を担当をする利用者さんが自発的に
車両の清掃をされています。出発前
の１０分ほどですが、窓の清掃、車
内の掃き掃除をされています。朝一

で気持ちよく出発です・・・と自分
の職員室の机の上を見ると書類が散
乱・・・私の朝一の仕事も片付けか
なと反省したところです。

【ニンニク収穫・干し】

毎年、ニンニクの収穫が終わると、
作業所で乾燥をさせます。一昨年か
ら単管とクランプを使った乾燥用の
やぐらをつくり、ニンニクを下げて
乾燥をさせています。ニンニクの皮
をむいて一つ一つひもにくくりつけ
下げていきます。作業所前を通られ
る方が珍しそうに、不思議そうに眺
めていかれます。もちろんニンニク
のにおいもたっぷりとしています。
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